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雑誌掲載

Ａｇ[エイジー]
９・１０月号
２９ページに当博物館が
掲載されました。

御野場中学校の生徒が調査体験学習に来ました

　10 月 9 日に御野場中学校 1 年生 3 名が当館に調査体験

学習に来ました。千田技術専門員から秋田の鉱業の歴史や

秋田の地質の成り立ち、館内展示物の鉱石や化石の解説な

どを聞き、とても元気に楽しんで学んでいる様子でした。

　後日、調査体験学習をした生徒から千田技術専門員にお

礼のはがきが届き、とても勉強になり楽しかったと喜んで

いた様子が伺えました。

千田技術専門員と御野場中学校 1 年生の皆さん

当館サイエンスボランティア向け特別展説明会を行いました

　特別展開催に伴い９月３０日に当館サイエン

スボランティアへの説明会を開催しました。

　絵巻の解説を始め、製錬された銅がどのよう

に利用され、どこに輸出されたのか。世界三位

の銅の採掘量を誇り、歴史的に重要なポジショ

ンを担った阿仁鉱山の歴史について、今井博物

館主事による詳細な解説を皆さん熱心に聞き

いっていました。いつも楽しく詳しい解説をし

てくれる、当館サイエンスボランティアによる

案内をご希望の方はお電話やメールで、ご希望

する日時、人数、代表者のお名前、電話番号を

お伝えください。

今井博物館主事と
サイエンスボランティアの皆さん

第 1回特別展 「阿仁の絵巻がつむぐ１５０年前の銅プラント」 開催中！

　ただいま当館では、平成２５年第１回特別展「阿仁の絵巻がつむぐ１５０年前の銅プラント」を、12 月 1 日

まで開催しています。江戸末期に描かれた８ｍに渡る長大な絵巻物、描かれた一連の行程の詳細な解説をはじめ、

阿仁鉱山の歴史や絵巻物に使用されている顔料などを同時展示しております。

　絵巻には、阿仁鉱山で行われていた銅鉱石の選鉱・製錬の一連の工程が当時の主要な顔料「岩絵の具」を用い、

描かれています。岩絵の具は「岩」のため、大変劣化がしにくい素材です。よって今なお、絵巻の色鮮やかさは

衰えることがありません。皆さんも是非、お手元で絵巻をご覧になって、素晴らしい秋田の鉱山の歴史に触れて

みませんか？お越しいただいた際は是非、特別展で秋田の古き鉱山の歴史をご堪能下さい。特別展開催にかかわ

らず入館料１００円で、館内すべての展示をご覧いただけます。
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